
無線LANの電波環境調査方法 
「リアルタイムスペクトラムアナライザ(RTSA)の活用」 
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１．はじめに 

  近年最も身近な無線通信の一つとして利用が進んでいる無線LAN。無免許で使用でき

るので気軽に利用できる一方でさまざまな無線が利用できるため干渉も起こりやすく

なっています。この資料では、無線LANの通信障害が発生した時にどのようなツールを

用いてどの様な手順で原因調査をしていくかについて纏めたものです。もちろんさまざ

まな手法や手順が有り、本資料はその一つになるかと思います。皆さまの一助となれば

幸いです。 
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２．無線LANについて 

  今やスマートフォン、タブレット端末などのさまざまな端末に無線LANの機能が搭載され
ています。特にスマートフォンなどの携帯端末では通信トラフィックを迂回する手段（オ
フロード）として活用されています。 

 屋外や屋内によらず、公衆無線LANなどさまざまなサービスが提供されており、今後も利
用するシーンが拡大していくことが見込まれています。 

 無線LANは、免許を必要としないため、サービス提供が容易で提供する事業者やサービス
もさまざまです。（店舗、商店街、自治体などでのサービス） 

 無線LANの周波数は、2.4GHz帯と5GHz帯で運用されています。 
・2.4GHz帯は、無線LANの増加により過密状態で、チャンネル間の電波干渉が発生しやす 
 い状況です。 
・5GHz帯は、電波干渉が発生しやすい状況はありませんが、2.4GHz帯と比較して、あま 
 り利用が進んでいないようです。 

 

主な無線LAN規格 

 

 

 

無線ＬＡＮ規格 周波数帯 チャネル帯域幅 通信速度（最大） 

IEEE802.11b 2.4 GHz帯 約22 MHz 11 Mbps 

IEEE802.11g 2.4 GHz帯 約20 MHz 54 Mbps 

IEEE802.11a 5 GHz帯 約20 MHz 54 Mbps 

IEEE802.11n 2.4 GHz／5 GHz帯 約20／40 MHz 600 Mbps 

IEEE802.11ac 2.4 GHz／5 GHz帯 約80／160 MHz 6 Gbps 
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３．無線LANの課題 

 
 無線LANには、「通信速度の低下・通信不安定」などの課題があり、それらの原因として、

以下の３つ原因が考えられます。 

① 電波環境が良くても、1台の無線ルータに多数のデバイスが接続され大量のデータが
集中すると「通信速度」が低下します。 

② 他の無線LANが同一もしくは隣接チャネルを使用し、且つ自らの電波強度に対して、
他の無線LANの強度が強い場合、データの再送が増加し通信速度が遅くなるとともに、
最悪の場合通信が切れる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

③ 無線LAN以外の機器（Bluetoothやその他の無線機器、電子レンジ、モータなどが発
生するノイズ）から発せられる電波の影響。 
この場合も②の場合と同様にデータの再送が増加し通信速度が遅くなるとともに、最
悪の場合通信接続が切れる場合があります。 

このように「通信速度の低下・通信不安定」現象はさまざまな原因で発生するので原因の切り
分けを行い、対策が必要です。 

 

Ch1 Ch2 Ch3 Ch4 Ch5 Ch6 Ch7 Ch8 Ch9 Ch10 Ch11 Ch12 Ch13 Ch14 
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４．原因調査の流れ フローチャート 

 
Start 

通信速度低下、通信不安定 

通信速度の状況把握 

無線LAN電波環境の 
概要把握 

無線LAN以外の機器から
の影響確認 

十分な速度が得られているか確認します。 
対策後の比較用に当初の速度を記録します。 

①フリーソフトウェアなどを使用して、十分な電波強度が得られているか（受信電波強度、
RSSI)を確認します。RSSI強度の目安として－40dBm以上有れば無線接続が安定し、 
 -60dBm以下では、無線接続が不安定になる場合があると言われています。 
 長期的な監視が必要な場合があります。 
②また、無線LANのチャンネルの使用状況を可視化できるので、他の無線LANと周波数が 
 競合していないか確認します。 

十分なRSSIが得られていても希望信号に対する干渉が多ければ通信品質は悪くなります。 
Step-2 ②で他の無線LANの影響は確認できますが、無線LAN以外の電波の影響を調査するには、 
他の手段が必要です。スペクトラムアナライザを使用して電波環境を確認します。 

Step-1 

Step-2 

Step-3 

対策 
END 

①無線LANルータの設置場所やアンテナの向きを調整する事で解決する場合が有ります。 
②空いているチャンネルへ移行する事で解決する場合があります。 
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Step-1 通信速度の状況把握 

Start 
通信速度低下、通信不安定 

通信速度の状況
把握 

無線LAN電波環境の 
概要把握 

無線LAN以外の機器から
の影響確認 

十分な速度が得られているか確認します。 
対策後の比較用に当初の速度を記録します。 

①フリーソフトウェアなどを使用して、十分な電波強度が得られているか（受信電波強度、
RSSI)を確認します。RSSI強度の目安として－40dBm以上有れば無線接続が安定し、 
 -60dBm以下では、無線接続が不安定になる場合があると言われています。 
 長期的な監視が必要な場合があります。 
②また、無線LANのチャンネルの使用状況を可視化できるので、他の無線LANと周波数が 
 競合していないか確認します。 

十分なRSSIが得られていても希望信号に対する干渉が多ければ通信品質は悪くなります。 
Step-2 ②で他の無線LANの影響は確認できますが、無線LAN以外の電波の影響を調査するには、 
他の手段が必要です。スペクトラムアナライザを使用して電波環境を確認します。 

Step-1 

Step-2 

Step-3 

対策 
END 

①無線LANルータの設置場所やアンテナの向き調整で解決する場合が有ります。 
②空いているチャンネルへ移行する事で解決する場合があります。 
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Step-1 通信速度の状況把握（１） 

一般的には、無線LANの通信速度として、10 Mbps以上出ていれば、動画サイトなど問題無く利用可能だと
言われているようです。10Mbps以上の速度が出ているかが、快適に使えるかどうかのひとつの目安となり
ます。 

 

 ＜通信速度の確認方法＞ 

・無線LANの規格を確認 

 Windowsのコマンドプロンプト：「netsh wlan show interface」を入力し、「無線の種類」を確認。 

・無線LANの速度計測サイト 

 一例：https://fast.com/ja/ Fast Com 

 

 

 

 

 

 

 

 

無線LAN規格 

https://fast.com/ja/
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Step-1 通信速度の状況把握（２） 

Download Upload 

時間 

Windows PCのタスクマネージャから無線LANの通信速度の時間的な変化が確認できます。 

▲通信速度の確認サイトで試験実施時（例） 

動画再生時（例）▶ 

 
100MBPS 
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Step-2 無線LAN電波環境の概要把握 

Start 
通信速度低下、通信不安定 

通信速度の状況把握 

無線LAN電波環境の 
概要把握 

無線LAN以外の機器から
の影響確認 

十分な速度が得られているか確認します。 
対策後の比較用に当初の速度を記録します。 

①フリーソフトウェアなどを使用して、十分な電波強度が得られているか（受信電波強度、
RSSI)を確認します。RSSI強度の目安として－40dBm以上有れば無線接続が安定し、 
 -60dBm以下では、無線接続が不安定になる場合があると言われています。 
 長期的な監視が必要な場合があります。 
②また、無線LANのチャンネルの使用状況を可視化できるので、他の無線LANと周波数が 
 競合していないか確認します。 

十分なRSSIが得られていても希望信号に対する干渉が多ければ通信品質は悪くなります。 
Step-2 ②で他の無線LANの影響は確認できますが、無線LAN以外の電波の影響を調査するには、 
他の手段が必要です。スペクトラムアナライザを使用して電波環境を確認します。 

Step-1 

Step-2 

Step-3 

対策 
END 

①無線LANルータの設置場所やアンテナの向き調整で解決する場合が有ります。 
②空いているチャンネルへ移行する事で解決する場合があります。 
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Step-2 無線LAN電波環境の概要把握（１） 

SSID表示 

レベル 

強 

↑ 

複数の無線LAN信号が同一または、近接するチャンネルを 

使用している様子が分かります。 

このように信号強度が弱く、更に他の無線LANと重なり合
うように利用されていると電波が干渉し通信速度が上がら
ないなど通信品質が悪い原因となります。 

波形の背が高いほど信号の強度は強く、 

良好な通信が期待できます。 

フリーソフトウェアなどを使用して、十分な電波強度（受信電波強度、RSSI) が
得られているかを確認します。 
RSSI強度の目安として－40dBm以上有れば無線接続が安定し、-60dBm以下では、
無線接続が不安定になる場合があると言われています。 
長期的な監視が必要な場合があります。 
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Step-2 無線LAN電波環境の概要把握（２） 

このグラフは、横軸が時間で、縦軸が信号の強さを示して
います。 

線の色の違いは、それぞれ無線LAN親局の信号強度です。 

チャンネルが重複する他の無線LAN信号が存在し、且つそ
の強度が自局より大きくなる場合、通信障害が起きやすく
なります。 

 

対策： 

自分が利用している無線LANのチャンネルと同一のチャンネルを
使用する他の無線LANが存在しても影響を受けないようにするこ
とが効果的です。 

自局の無線LAN親局の設置位置変更 

アンテナの傾きなど調整 

同一チャンネルにならないように空いているチャンネルへ
移行 

同一チャンネルを使用している他の無線LANルータから出
力される電波が届かないように遮断する 
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Step-3 無線LAN以外の機器からの影響確認 

 
Start 

通信速度低下、通信不安定 

通信速度の状況把握 

無線LAN電波環境の 
概要把握 

無線LAN以外の機器か
らの影響確認 

十分な速度が得られているか確認します。 
対策後の比較用に当初の速度を記録します。 

①フリーソフトウェアなどを使用して、十分な電波強度が得られているか（受信電波強度、
RSSI)を確認します。RSSI強度の目安として－40dBm以上有れば無線接続が安定し、 
 -60dBm以下では、無線接続が不安定になる場合があると言われています。 
 長期的な監視が必要な場合があります。 
②また、無線LANのチャンネルの使用状況を可視化できるので、他の無線LANと周波数が 
 競合していないか確認します。 

十分なRSSIが得られていても希望信号に対する干渉が多ければ通信品質は悪くなります。 
Step-2 ②で他の無線LANの影響は確認できますが、無線LAN以外の電波の影響を調査するには、 
他の手段が必要です。スペクトラムアナライザを使用して電波環境を確認します。 

Step-1 

Step-2 

Step-3 

対策 
END 

①無線LANルータの設置場所やアンテナの向き調整で解決する場合が有ります。 
②空いているチャンネルへ移行する事で解決する場合があります。 
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Step-3 無線LAN以外の機器からの影響確認（１） 

 無線LAN以外の機器からの影響。 

 

2.4 GHz帯を利用する無線LANでは、無線LAN以外のさまざまな機器から電波が発せられており、 

それらの電波による干渉の可能性もあります。 

 

◎電波干渉を引き起こす可能性がある機器 

 ・ ゲーム機などの無線搭載機器 

 ・ 電子レンジ 

 ・ 無線マウス 

 ・ コードレス電話 

 ・ Bluetooth機器 

 ・ その他ラジコン、自動ドアなど2.4 GHz帯を使用するもの 

 

前頁で紹介したスマートフォンなどのフリーソフトウェアだけでは、このような信号の影響は確認 
できません。 

その場合は、「スペクトラムアナライザ」を使用して、電波環境を確認します。 
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Step-3 無線LAN以外の機器からの影響確認（２） 

 実際に無線LANの波形をリアルタイムスペクトラムアナライザ(RTSA)で見てみましょう。 
スマートフォンのフリーソフトウェアとRTSAを同時に写真に撮りました。 
左右のスペクトラムアナライザ波形は同じもので、右の図では、分かりやすいようにRTSA
画面に無線LANの信号を縁取りしてみました。右端はスマートフォンのフリーソフトウェア
画面です。このようにスマートフォン画面では、無線LAN親局の一部が表示されているだけ
で、親機に接続するPCの電波状態、Bluetooth、無線LANの14ch近傍に現れている信号を観
察することが出来ません。 
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Step-3 無線LAN以外の機器からの影響確認（３） 
無線LAN帯域の観測例（スペクトログラム時間軸表示） 

 RTSAとスペクトログラムを同時に表示すると、スペクトログラム画面の時間領域全般に渡る信号の
変化が分かります。 

 下図では、中央の無線LAN信号とBluetoothのアドバタイジング信号が連続的に出力され、そして、
Bluetoothが規則正しくホッピングしている様子がわかります。 

RTSA画面 
横軸：周波数、縦軸：信号強度 

スペクトログラム画面 
横軸：周波数、縦軸：時間 

 
色は、RTSA画面左のレベルを 
示す色合い（赤が高レベル、 
青が低レベル） 



17 Copyright©  ANRITSU 

WJ-P4TD-200014-00 

Step-3 無線LAN以外の機器からの影響確認（３） 

無線LAN帯域の観測例（異なる信号の観測） 

 ３つの異なるアクセスポイントとBluetoothデバイスの信号が下図左の4つの画面です。 

 IEEE802.11.ｂ、ｇはそれぞれ特徴的な波形をしています。これら信号が同時に出力された様子が 
下図右側の図で、重なり合っていてもおおよそその様子が判断できることが分かります。 

３つの異なるアクセスポイントとBluetoothデバイスを同時に使用した場合 

合成 
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５．まとめ 

本資料では、フリーソフトウェアによる電波強度の確認から、リアルタイムスペクトラムアナラ
イザ（RTSA）を使用した、無線LANのスペクトラムを分析する方法について紹介しました。 
RTSAの機能は、無線LANのバンド内で非常に高速で短時間でON/OFFする信号を捕捉し、更に
信号帯域内で重複する干渉波なども観測することができます。 
また、スペクトログラム機能は、スペクトラムの経時的な信号強度の変化を表示し、時系列で変
化する信号の振る舞いを判別できます。 

 

掃引型スペクトラムアナライザは、一般的なRF測定のツールとして、今後も変わらず使われて
いきますが、急速に変化する信号や複雑な変調、変動性の高い信号を観測する場合などRTSAが
スペクトラム測定の新しい標準となります。 
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